
 会議報告書                         令和 2年 10月 15日  

部 会  記念事業部会 部会長   石嶋政博 

 
（１）概要 

議 題 記念事業の「（仮称）峰高エリア 100」の整備内容に関する検討等 

日 時 令和 2 年 10 月 15 日 午後 7 時 30 分～午後 9 時 20 分 

場 所 峰山高校同窓会事務室（峰山高校校舎内） 

出席者 石嶋・田﨑・本城・森・松本・金盛・吉岡・堀・安達・山本・今田事務局長、井上先生 

 

（２）会議内容 

松下事務長から、京都府教育委員会との事前協議（多目的スペース整備）の状況の報告 

 教育委員との協議資料の整備内容案及び寄付承認・工事時期などの説明 

 寄付承認の添付資料には、工事内容・工事費・図面の添付必要・寄付申請時期は再調整中 

今田事務局長より、9/25 実行委員会部会長会議で各部会の今後のスケジュールを協議した状況の報

告と募金状況の報告（9/18 現在：募金残額額：8,343,605）  

事業部会経過報告 

 8/26事業部会で記念事業の方向を「（仮称）峰高エリア 100整備」と決定承認、9/2学校との協議

にて空き教室（家庭経営室）の提案があり記念事業として学校側との調整ができたこと。 

 

（３）協議事項 

記念事業の「（仮称）峰高エリア 100 の整備」場所の家庭経営室の見学と整備内容の意見交換 

 多目的なエリアの活用や整備内容に関して生徒とのワークショップを学校側へ申し出ていること

から事前に同窓会として考え方について意見交換（別添資料） 

〇小グループで話せるようにﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝを設置してはどうか 

〇同窓会館の性格・生徒の活用・学校の教育施設の位置づけと３者の調整が必要 

〇水道施設を残して活用できるように 

〇全校生徒の利用を考えると十分とは言えない。募金拡大のため他教室の整備など拡大も 

〇場所として突き当り教室で生徒が気軽に入ることができるかな 

〇多目的エリアというコンセプトが生徒に十分伝わるかな 

〇部屋の真ん中に樹木とその下にベンチや周囲にベンチを置いては 

〇エアコンの新設整備費用に 500 万円以上は必要 

〇生徒は通いたくなる部屋の提案をいただく 

〇入口の戸の改修が必要 

〇黒板をホワイトボードにしてプロジェクター投影や落書きなどを 

〇教育委員会との事前協議の整備内容は MAX の案であり、エアコン新設整備は学校に任せては 

〇現状の床・壁の装飾整備は必要 

〇第２回目の募金活動を来年３月頃であるなら生徒とのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟが早急に必要では 

〇学校側のカリキュラムなどから来春以降となるなら、現状案の提示で対応を 

〇生徒のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟには素案イメージが必要では 

 

今後の検討について 

素案イメージを制作いただける方を堀君・吉岡君・金盛君で探してほしいい 

次回の部会１１月１９日（木）に再度整備内容の意見交換を行いたい。素案イメージを提案いた

だけるかたがおられたら同席してもらうことも・・ 

田崎君より、記念誌部会員として記念誌への原稿投稿の依頼あり 

（４）備考 

 

コメント 

 



＜協議資料＞ 

『峰高エリア 100（仮称）』設置（原案） 

潤い空間で学校生活をリフレッシュ 
 

令和２年 9月 25日 

常任委員会部会長会議報告 

令和 2年 10月 15日協議資料 

記念事業部会 

 
＜ねらい＞  100 周年を記念して、現役高校生が楽しく潤いのある学校生活を送る

ことができ、さらには多様な学習環境に対応することができる多目的ス
ペースを設置し、峰山高校の魅力を向上させることを目的とする。 

 
＜背 景＞  100 周年記念事業として、生徒の多様な学習環境に対応するスペース

（エリア）の整備事業案を学校と協議調整を進める中で、少子化の影響
で空き教室となっている家庭経営室の改修活用を提示がある。 
校舎 2 号館の２階の進路指導室・自習室の奥の空き教室で、本館・３号

館とも渡り廊下で繋がっていることから生徒の利用しやすさもあることか
ら、峰高 100 周年記念となる多目的スペース「峰高エリア 100(仮称)」
を整備には最適な教室と思われる。 

        こうした多目的スペースを確保することにより、生徒が自由に集まっ
て語り合うことができ、日常的なコミュニケーションを促す豊かな教育
環境づくりができる。 

 
＜施 設＞  「峰高エリア 100（仮称）」は、生徒達が集まる憩いの場所、学習発

表の場所、自主学習の場所、教員と生徒が気軽に相談する場所、同窓会
関係者、PTA 関係者、生徒会が活動する場所、同窓会資料、学校関係資
料などを保管展示する場所、地域住民と交流を行う場所などを想定。 
生徒たちと同窓会とのワークショップなどを開催して改修内容や活用方

法などの意見を基に整備を進めて多目的に活用できる施設とする。 
 

＜事業費＞ 校舎内装改修費（500万円）、椅子テーブル購入費（500万円） 
事業費は、改修する規模・面積によって大きく変動する。 

   
＜課 題＞ 京都府教育委員会が行う校舎整備工事に関する事前協議（改修内容及び

工事費用・発注業者など）により施設整備を行うこと。 
 
＜工 程＞ 改修整備工事日程：        2022 年 8月（夏休み期間中） 

改修工事詳細設計及び府教育委員会との調整協議   ：2022年春 
改修内容詳細検討（生徒とのワークショップ等）   ：2021年中 
家庭経営室の改修に関する部会検討と府教委との調整 ：2020年秋 

 



 


